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(57)【要約】
　基板からの電極の剥離を防止しうるケーブル接続構造
および内視鏡装置を提供する。本発明のケーブル接続構
造は、芯線６０を絶縁体からなるジャケット６１で被覆
した信号ケーブル４８を基板３９に接続したケーブル接
続構造であって、基板３９は、絶縁体からなる基材５０
と、芯線６０を接続する外部接続電極５１と、信号ケー
ブル４８の実装面に端部が露出するビア５２を有し、ビ
ア５２は、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方
向と垂直な両端部であって、信号ケーブル４８の基端側
に少なくとも設けられることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芯線を絶縁体からなるジャケットで被覆したケーブルを基板に接続したケーブル接続構
造であって、
　前記基板は、絶縁体からなる基材と、前記基材表面に形成される前記芯線を接続する外
部接続電極と、前記基材内部に設けられ前記ケーブルの実装面に端部が露出するとともに
、前記外部接続電極と接続するビアとを有し、
　前記ビアは、前記外部接続電極の前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部であって、前記
ケーブルの基端側に少なくとも設けられることを特徴とするケーブル接続構造。
【請求項２】
　前記基材上には、前記外部接続電極の前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部を覆うよう
にソルダーレジスト層が形成されることを特徴とする請求項１に記載のケーブル接続構造
。
【請求項３】
　前記ビアは、前記外部接続電極の前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部であって、前記
ケーブルの基端側と他端側にそれぞれ設けられ、前記ケーブルの基端側と他端側に形成さ
れる前記ビアは、前記外部接続電極の対角線上に対称に設けられることを特徴とする請求
項１または２に記載のケーブル接続構造。
【請求項４】
　前記基板は、複数の前記外部接続電極を有し、複数の前記ケーブルが前記外部接続電極
にそれぞれ接続されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載のケーブル接
続構造。
【請求項５】
　前記ケーブルは、導電性材料からなる芯線と、前記芯線の外周を被覆する内部絶縁体と
、前記内部絶縁体の外周を被覆するシールドと、前記シールドの外周を被覆する外部絶縁
体とを有する同軸ケーブルであり、
　前記基板は、複数の前記同軸ケーブルの前記芯線を接続する複数の芯線接続電極と、複
数の前記シールドを接続する１つのシールド接続電極が設けられ、
　前記ビアは、前記シールド接続電極の前記同軸ケーブルの軸方向と平行な両端部に対向
するように２つ形成されることを特徴とする請求項４に記載のケーブル接続構造。
【請求項６】
　生体内に挿入され、生体内部を撮像する撮像装置を備えた内視鏡装置において、
　前記撮像装置は、請求項１～５のいずれか一つに記載のケーブル接続構造を備えること
を特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーブル接続構造および内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療用の内視鏡は、挿入部が体内に深く挿入されることによって、病変部の観察
を可能とし、さらに必要に応じて処置具が併用されることによって体内の検査、治療を可
能としている。このような内視鏡は、挿入部の先端にＣＣＤ等の撮像素子を内蔵し、撮像
素子からのデータを基板上の電極に接続されたケーブルを介して、外部の制御装置等に出
力する。内視鏡の先端部は、複数方向に湾曲可能な湾曲部が連接されることにより、上下
左右方向に湾曲自在となっているが、湾曲部の動きにより電極とケーブルの接続部に応力
が加わるため、接続部には高い密着強度が要求される。一般に、接続部に大きな負荷が加
わった場合、ケーブルが接続された電極が基板から剥離してしまうため、電極と基板との
接続強度を向上する技術が希求されている。
【０００３】
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　電極と基板の密着強度を向上する技術として、基板内に形成された高融点金属からなる
ビアの露出面上に、銅とニッケルからなる固溶体を形成して、銅を主成分とする電極との
密着強度を向上する技術が開示されている（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１５８６６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１においては、電極と基板の密着強度を向上できるものの、ビ
アは電極の中央部の直下に形成されるため、電極上にケーブルを接続し、ケーブルを剥離
するような応力が加わった場合、電極端部の剥離を防止できない恐れがある。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、基板からの電極の剥離を防止しうるケ
ーブル接続構造および内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかるケーブル接続構造は、
芯線を絶縁体からなるジャケットで被覆したケーブルを基板に接続したケーブル接続構造
であって、前記基板は、絶縁体からなる基材と、前記基材表面に形成される前記芯線を接
続する外部接続電極と、前記基材内部に設けられ前記ケーブルの実装面に端部が露出する
とともに、前記外部接続電極と接続するビアとを有し、前記ビアは、前記外部接続電極の
前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部であって、前記ケーブルの基端側に少なくとも設け
られることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明にかかるケーブル接続構造は、上記発明において、前記基材上には、前記
外部接続電極の前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部を覆うようにソルダーレジスト層が
形成されることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかるケーブル接続構造は、上記発明において、前記ビアは、前記外部
接続電極の前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部であって、前記ケーブルの基端側と他端
側にそれぞれ設けられ、前記ケーブルの基端側と他端側に形成される前記ビアは、前記外
部接続電極の対角線上に対称に設けられることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかるケーブル接続構造は、上記発明において、前記基板は、複数の前
記外部接続電極を有し、複数の前記ケーブルが前記外部接続電極にそれぞれ接続されるこ
とを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかるケーブル接続構造は、上記発明において、前記ケーブルは、導電
性材料からなる芯線と、前記芯線の外周を被覆する内部絶縁体と、前記内部絶縁体の外周
を被覆するシールドと、前記シールドの外周を被覆する外部絶縁体とを有する同軸ケーブ
ルであり、前記基板は、複数の前記同軸ケーブルの前記芯線を接続する複数の芯線接続電
極と、複数の前記シールドを接続する１つのシールド接続電極が設けられ、前記ビアは、
前記シールド接続電極の前記同軸ケーブルの軸方向と平行な両端部に対向するように２つ
形成されることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の内視鏡装置は、生体内に挿入され、生体内部を撮像する撮像装置を備え
た内視鏡装置において、前記撮像装置は、上記のいずれか一つに記載のケーブル接続構造
を備えることを特徴とする。



(4) JP WO2015/194460 A1 2015.12.23

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、配線用のビアおよび／または補強用のビアを、電極のケーブル軸方向
と垂直な両端部であって、ケーブルの基端側に少なくとも設けることにより、基板上の電
極とケーブルとの接続部に応力が加えられた場合にも、基板からの電極の剥離を防止しう
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの全体構成を模式的に示
す図である。
【図２】図２は、図１に示す内視鏡先端の部分断面図である。
【図３】図３は、本実施の形態１に係る撮像装置のケーブル接続構造の斜視図である。
【図４】図４は、図３のケーブル接続構造の上面図である。
【図５】図５は、図４のＡ－Ａ線断面図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態２に係るケーブル接続構造の上面図である。
【図７】図７は、図６のＢ－Ｂ線断面図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態２の変形例に係るケーブル接続構造の断面図である
。
【図９】図９は、本発明の実施の形態３に係るケーブル接続構造の上面図である。
【図１０】図１０は、図９のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態４に係るケーブル接続構造の上面図である。
【図１２】図１２は、図１１のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１３】図１３は、ビア、シールド接続電極、およびソルダーレジスト層の積層関係を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とい
う）を説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。また
、図面の記載において、同一部分には同一の符号を付している。また、図面は模式的なも
のであり、各部材の厚みと幅との関係、各部材の比率などは、現実と異なることに留意す
る必要がある。図面の相互間においても、互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれ
ている。
【００１６】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態にかかる内視鏡システムの全体構成を模式的に示す図であ
る。図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と、ユニバーサルコード６と、コネク
タ７と、光源装置９と、プロセッサ（制御装置）１０と、表示装置１３とを備える。
【００１７】
　内視鏡２は、挿入部４を被検体の体腔内に挿入することによって、被検体の体内画像を
撮像し撮像信号を出力する。ユニバーサルコード６内部の電気ケーブル束は、内視鏡２の
挿入部４の先端まで延伸され、挿入部４の先端部３１に設けられる撮像装置に接続する。
【００１８】
　コネクタ７は、ユニバーサルコード６の基端に設けられて、光源装置９およびプロセッ
サ１０に接続され、ユニバーサルコード６と接続する先端部３１の撮像装置が出力する撮
像信号に所定の信号処理を施すとともに、撮像信号をアナログデジタル変換（Ａ／Ｄ変換
）して画像信号として出力する。
【００１９】
　光源装置９は、例えば、白色ＬＥＤを用いて構成される。光源装置９が点灯するパルス
状の白色光は、コネクタ７、ユニバーサルコード６を経由して内視鏡２の挿入部４の先端
から被写体へ向けて照射する照明光となる。
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【００２０】
　プロセッサ１０は、コネクタ７から出力される画像信号に所定の画像処理を施すととも
に、内視鏡装置１全体を制御する。表示装置１３は、プロセッサ１０が処理を施した画像
信号を表示する。
【００２１】
　内視鏡２の挿入部４の基端側には、内視鏡機能を操作する各種ボタン類やノブ類が設け
られた操作部５が接続される。操作部５には、被検体の体腔内に生体鉗子、電気メスおよ
び検査プローブ等の処置具を挿入する処置具挿入口１７が設けられる。
【００２２】
　挿入部４は、撮像装置が設けられる先端部３１と、先端部３１の基端側に連設された複
数方向に湾曲自在な湾曲部３２と、この湾曲部３２の基端側に連設された可撓管部３３と
によって構成される。湾曲部３２は、操作部５に設けられた湾曲操作用ノブの操作によっ
て湾曲し、挿入部４内部に挿通された湾曲ワイヤの牽引弛緩にともない、たとえば上下左
右の４方向に湾曲自在となっている。
【００２３】
　内視鏡２には、光源装置９からの照明光を伝送するライトガイドバンドル（不図示）が
配設され、ライトガイドバンドルによる照明光の出射端に照明レンズ（不図示）が配置さ
れる。この照明レンズは、挿入部４の先端部３１に設けられており、照明光が被検体に向
けて照射される。
【００２４】
　次に、内視鏡２の先端部３１の構成について詳細に説明する。図２は、内視鏡２先端の
部分断面図である。図２は、内視鏡２の先端部３１に設けられた撮像装置の基板面に対し
て直交する面であって撮像装置の入射光の光軸方向と平行な面で切断した場合の断面図で
ある。図２においては、内視鏡２の挿入部４の先端部３１と、湾曲部３２の一部を図示す
る。
【００２５】
　図２に示すように、湾曲部３２は、後述する被覆管４２内側に配置する湾曲管８１内部
に挿通された湾曲ワイヤ８２の牽引弛緩にともない、上下左右の４方向に湾曲自在である
。この湾曲部３２の先端側に延設された先端部３１内部に、撮像装置が設けられる。
【００２６】
　撮像装置は、レンズユニット４３と、レンズユニット４３の基端側に配置する撮像ユニ
ット４０とを有し、接着剤４１ａで先端部本体４１の内側に接着される。先端部本体４１
は、撮像装置を収容する内部空間を形成するための硬質部材で形成される。先端部本体４
１の基端外周部は、柔軟な被覆管４２によって被覆される。先端部本体４１よりも基端側
の部材は、湾曲部３２が湾曲可能なように、柔軟な部材で構成されている。先端部本体４
１が配置される先端部３１が挿入部４の硬質部分となる。この硬質部分の長さＬａは、挿
入部４先端から先端部本体４１の基端までとなる。なお、長さＬｂは、挿入部４先端の外
径に対応する。
【００２７】
　レンズユニット４３は、複数の対物レンズ４３ａ－１～４３ａ－４と、複数の対物レン
ズ４３ａ－１～４３ａ－４の間に配置されるスペーサ４４－１～４４－３と、対物レンズ
４３ａ－１～４３ａ－４を保持する光学部材ホルダ３６とを有し、この光学部材ホルダ３
６の先端が、先端部本体４１内部に挿嵌固定されることによって、先端部本体４１に固定
される。
【００２８】
　撮像ユニット４０は、レンズユニット４３の対物レンズ４３ａ－１～４３ａ－４から出
射された光を反射させる光学部材としてのプリズム３７、プリズム３７により反射された
光を受光して光電変換を行うことにより電気信号を生成する撮像素子３８、撮像素子３８
に電気的に接続される基板３９を備える。撮像素子３８は、プリズム３７および基板３９
と接着されている。撮像ユニット４０の基板３９には、撮像素子３８の駆動回路を構成す
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る電子部品４５が実装されている。また、基板３９の基端には、電気ケーブル束４７の各
信号ケーブル４８の先端が接続する。なお、基板３９には、撮像素子３８の駆動回路を構
成する電子部品４５以外の電子部品が実装されてもよい。
【００２９】
　各信号ケーブル４８の基端は、挿入部４の基端方向に延伸する。電気ケーブル束４７は
、挿入部４に挿通配置され、図１に示す操作部５およびユニバーサルコード６を介して、
コネクタ７まで延設されている。
【００３０】
　光学部材ホルダ３６の一端から入射した光は、対物レンズ４３ａ－１～４３ａ－４によ
って集光され、プリズム３７に入射する。ＣＣＤまたはＣＭＯＳイメージセンサ等から選
択される撮像素子３８は、プリズム３７から照射された光を受光できる位置に接続され、
受光した光を撮像信号に変換する。撮像信号は、基板３９に接続される信号ケーブル４８
およびコネクタ７を経由して、プロセッサ１０に出力される。
【００３１】
　基板３９は、フレキシブルプリント基板であり、プリズム３７および撮像素子３８に沿
うよう折り曲げられている。基板３９を、フレキシブルプリント基板として、折り曲げ可
能とすることにより、硬質部分の長さＬａを短くすることができる。基板３９上に実装さ
れた電子部品４５、および信号ケーブル４８の接続部は、封止樹脂４６により封止されて
いる。
【００３２】
　撮像ユニット４０および電気ケーブル束４７の先端部は、耐性向上のために、熱収縮チ
ューブ４９によって外周が被覆される。熱収縮チューブ４９内部は、接着樹脂５４ｂによ
って部品間の隙間が埋められている。撮像装置は、光学部材ホルダ３６の外周面、および
熱収縮チューブ４９の先端側外周面が、接着剤４１ａによって先端部本体４１の先端の内
周面に固定される。
【００３３】
　次に、実施の形態１に係る撮像装置のケーブル接続構造について、図を参照して説明す
る。図３は、実施の形態１に係る撮像装置のケーブル接続構造の斜視図である。図４は、
図３のケーブル接続構造の上面図である。図５は、図４のＡ－Ａ線断面図である。なお、
図３および図４においては、信号ケーブル４８と電極を接続するハンダを省略している。
【００３４】
　信号ケーブル４８は、芯線６０が絶縁体からなるジャケット６１で被覆され、端部は芯
線６０が露出するように、ジャケット６１が剥離されている。基板３９は、ポリイミド等
の絶縁材料からなる基材５０と、芯線６０を接続する外部接続電極５１と、ビア５２とを
有する。
【００３５】
　基板３９は、積層基板であり、ビア５２は最上層に形成されている。ビア５２は、配線
用ビアであり、次層のビア５４と配線パターン５３により接続され、ビア５４は配線パタ
ーン５５により図示しない配線パターンと接続されている。図４および図５に示すように
、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部であって、信号ケーブル
４８の基端側に設けられるビア５２を、外部接続電極５１端部の直下に形成することによ
り、外部負荷、特に図５中の矢印で示す剥離方向の応力が加えられた際にも、応力が集中
する外部接続電極５１端部の密着強度を向上でき、外部接続電極５１の基板３９からの剥
離を防止できる。また、ビア５２は、基板３９上に露出するビア５２面の一部が外部接続
電極５１と接しないようにずらして形成、すなわち、外部接続電極５１の信号ケーブル４
８側端部が基板３９上に露出するビア５２面上に位置するように形成することが好ましい
。ビア５２は、基板３９上に露出するビア５２面の略半分が外部接続電極５１と接しない
ようにずらして形成、すなわち、外部接続電極５１の信号ケーブル４８側端部が基板３９
上に露出するビア５２の略中心上に位置するように形成することが特に好ましい。外部接
続電極５１と接しない基材５０上に露出するビア５２面は、外部接続電極５１と芯線６０
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とを接続するハンダ６２と接着されるため、密着強度をさらに向上することができる。
【００３６】
　実施の形態１では、内視鏡装置で使用される撮像装置が備えるケーブル接続構造を例と
して説明しているため、基板３９には複数の外部接続電極５１が形成され、複数の信号ケ
ーブル４８が外部接続電極５１に個々に接続されているが、１つの外部接続電極５１のみ
を有するケーブル接続構造であっても、ビア５２が、外部接続電極５１の軸方向と垂直な
両端部であって、信号ケーブル４８の基端側に設けられていれば、外部接続電極５１端部
の密着強度を向上でき、応力が加えられた際の外部接続電極５１の剥離を防止することが
できる。また、ビア５２は配線用ビアでなく、補強用に形成される補強用ビアであってよ
い。
【００３７】
（実施の形態２）
　実施の形態２に係るケーブル接続構造では、基材上に、外部接続電極の信号ケーブルの
軸方向と垂直な両端部を覆うようにソルダーレジスト層が形成されている。図６は、本発
明の実施の形態２に係るケーブル接続構造の上面図である。図７は、図６のＢ－Ｂ線断面
図である。なお、図６においては、信号ケーブルと電極を接続するハンダを省略している
。
【００３８】
　図６および図７に示すように、基材５０Ａ上には、外部接続電極５１の信号ケーブル４
８の軸方向と垂直な両端部を覆うようにソルダーレジスト層７０が形成され、オーバーレ
ジスト構造をなしている。
【００３９】
　また、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部であって、信号ケ
ーブル４８の基端側にビア５２Ａが形成されている。ビア５２Ａは、基材５０Ａを貫通す
るように形成される補強用ビアである。ビア５２Ａは、外部接続電極５１の補強のみを目
的とする補強用ビアであるが、他の部材と電気的に接続される配線用ビアであってもよく
、また積層基板の１層のみに形成されるビアでもよい。
【００４０】
　実施の形態２では、ビア５２Ａを、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と垂
直な基端側の両端部に設けるとともに、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と
垂直な両端部を覆うようにソルダーレジスト層７０を形成するため、応力が集中する外部
接続電極５１の端部の密着強度を向上でき、外部接続電極５１の剥離を防止することがで
きる。また、外部接続電極５１の端部は、基材５０Ａ上に露出するビア５２Ａであって、
ビア５２Ａの露出面のうちの略半分が外部接続電極５１と接しない位置に形成され、外部
接続電極５１と接しない基材５０Ａ上に露出するビア５２Ａ面は、外部接続電極５１の端
部を覆うソルダーレジスト層７０と接着されるため、密着強度をさらに向上することがで
きる。
【００４１】
　なお、実施の形態２では、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端
部を覆うようにソルダーレジスト層７０を形成しているが、外部接続電極５１の４辺を覆
うようにソルダーレジスト層を形成してもよい。
【００４２】
　また、ビアは、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部であれば
、ソルダーレジスト層の開口端の下部に形成されていてもよい。図８は、本発明の実施の
形態２の変形例に係るケーブル接続構造の断面図である。実施の形態２の変形例では、基
材５０Ｂ上に、外部接続電極５１Ｂの信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部を覆うよ
うにソルダーレジスト層７０Ｂが形成されている。ビア５２Ｂは、外部接続電極５１Ｂの
信号ケーブル４８の軸方向と垂直な基端側であって、ソルダーレジスト層７０Ｂの開口端
の下部に形成されている。
【００４３】
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　実施の形態２の変形例では、ソルダーレジスト層７０Ｂにより、外部接続電極５１Ｂの
信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部を端部から実施の形態２より長めに覆い、ビア
５２Ｂを、外部接続電極５１Ｂの信号ケーブル４８の軸方向と垂直な基端側であって、ソ
ルダーレジスト層７０Ｂの開口端の下部に形成することにより、外部接続電極５１Ｂ端部
の密着強度を向上することができる。
【００４４】
（実施の形態３）
　実施の形態３に係るケーブル接続構造では、ビアは、外部接続電極５１の信号ケーブル
４８の軸方向と垂直な両端部にそれぞれ設けられている。図９は、本発明の実施の形態３
に係るケーブル接続構造の上面図である。図１０は、図９のＣ－Ｃ線断面図である。なお
、図９においては、信号ケーブルと電極を接続するハンダを省略している。
【００４５】
　図９および図１０に示すように、基材５０Ｃ上には、外部接続電極５１の信号ケーブル
４８の軸方向と垂直な両端部を覆うようにソルダーレジスト層７０Ｃが形成され、オーバ
ーレジスト構造をなしている。
【００４６】
　また、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部であって、信号ケ
ーブル４８の基端側と他端側に、ビア５２Ｃ－１とビア５２Ｃ－２がそれぞれ設けられて
いる。信号ケーブル４８の基端側と他端側に形成されるビア５２Ｃ－１とビア５２Ｃ－２
は、外部接続電極５１の対角線上に対称に設けられることが好ましい。ビア５２Ｃ－１と
ビア５２Ｃ－２とを外部接続電極５１の対角線上に対称に設けることにより、接続部に剪
断応力が加わった場合にも、外部接続電極５１の剥離を防止することができる。なお図９
では、ビア５２Ｃ－１とビア５２Ｃ－２は外部接続電極５１の対角線上に対称に設けられ
ているが、これに限らず、信号ケーブル４８の軸方向と垂直な外部接続電極５１の中心線
に対称に設けられていても良い。
【００４７】
　実施の形態３では、ビア５２Ｃ－１およびビア５２Ｃ－２を、外部接続電極５１の信号
ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部にそれぞれ設けるとともに、外部接続電極５１の信
号ケーブル４８の軸方向と垂直な両端部を覆うようにソルダーレジスト層７０Ｃを形成す
るため、応力が集中する外部接続電極５１の端部の密着強度を向上でき、外部接続電極５
１の剥離を防止することができる。また、外部接続電極５１の信号ケーブル４８の軸方向
に垂直な両端部が、基材５０Ｃ上に露出するビア５２Ｃ－１およびビア５２Ｃ－２面上に
位置するように形成され、外部接続電極５１と接しない基材５０Ｃ上に露出するビア５２
Ｃ－１またはビア５２Ｃ－２面は、外部接続電極５１の端部を覆うソルダーレジスト層７
０Ｃと接着されるため、密着強度をさらに向上することができる。
【００４８】
（実施の形態４）
　実施の形態４は、同軸ケーブルを基板に接続してなるケーブル接続構造である。図１１
は、本発明の実施の形態４に係るケーブル接続構造の上面図である。図１２は、図１１の
Ｄ－Ｄ線断面図である。図１３は、ビア、シールド接続電極、およびソルダーレジスト層
の積層関係を示す図である。なお、図１１においては、信号ケーブルと電極を接続するハ
ンダを省略している。
【００４９】
　実施の形態４にかかるケーブル接続構造は、導電性材料からなる芯線６０Ｄと、芯線６
０Ｄの外周を被覆する内部絶縁体６３と、内部絶縁体６３の外周を被覆するシールド６４
と、シールド６４の外周を被覆する外部絶縁体であるジャケット６１Ｄとを有する同軸ケ
ーブル４８Ｄを基板３９Ｄに接続する。同軸ケーブル４８Ｄの端部は、芯線６０Ｄ、内部
絶縁体６３、およびシールド６４がそれぞれ露出するように各層が除去されている。
【００５０】
　基板３９Ｄには、複数の同軸ケーブル４８Ｄの芯線６０Ｄを接続する複数の芯線接続電
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極５１Ｄと、複数のシールド６４を接続する１つのシールド接続電極５６が設けられる。
実施の形態４では、電極の密着強度を向上させるビアは、シールド接続電極５６の両端部
のみに設けられている。
【００５１】
　基材５０Ｄ上には、芯線接続電極５１Ｄの同軸ケーブル４８Ｄの軸方向と垂直な両端部
のうちの同軸ケーブル４８Ｄの端部側、およびシールド接続電極５６の同軸ケーブル４８
Ｄの軸方向と垂直な両端部のうちの同軸ケーブル４８Ｄの基端側を覆うとともに、シール
ド接続電極５６の同軸ケーブル４８Ｄの軸方向と平行な両端部を覆うソルダーレジスト層
７０Ｄが形成される。
【００５２】
　ビア５２Ｄ－１およびビア５２Ｄ－２は、シールド接続電極５６の同軸ケーブル４８Ｄ
の軸方向と平行な両端部に対向するように設けられる。ビア５２Ｄ－１およびビア５２Ｄ
－２は、基材５０Ｄに露出するビア５２Ｄ－１面およびビア５２Ｄ－２面の少なくとも一
部がシールド接続電極５６と接しない位置、例えば、図１３に示すように、ビア５２Ｄ－
１は、シールド接続電極５６の真下から同軸ケーブル４８Ｄの基端側、およびシールド接
続電極５６の同軸ケーブル４８Ｄの軸方向と平行な辺の外側にずれた位置に形成される。
ビア５２Ｄ－１およびビア５２Ｄ－２の露出面の一部がシールド接続電極５６と接しない
位置に形成され、シールド接続電極５６と接しない基材５０Ｄ上に露出するビア５２Ｄ－
１およびビア５２Ｄ－２面は、シールド接続電極５６の端部を覆うソルダーレジスト層７
０Ｄと接着されるため、密着強度をさらに向上することができる。
【符号の説明】
【００５３】
　１　内視鏡装置
　２　内視鏡
　４　挿入部
　５　操作部
　６　ユニバーサルコード
　７　コネクタ
　９　光源装置
　１０　プロセッサ
　１３　表示装置
　１７　処置具挿入口
　３１　先端部
　３２　湾曲部
　３３　可撓管部
　３６　光学部材ホルダ
　３７　プリズム
　３８　撮像素子
　３９　基板
　４０　撮像ユニット
　４１　先端部本体
　４１ａ　接着剤
　４２　被覆管
　４３　レンズユニット
　４３ａ－１～４３ａ－４　対物レンズ
　４４－１～４４－３　スペーサ
　４５　電子部品
　４６　封止樹脂
　４７　電気ケーブル束
　４８　信号ケーブル
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　４８Ｄ　同軸ケーブル
　４９　熱収縮チューブ
　５０　基材
　５１　外部接続電極
　５１Ｄ　芯線接続電極
　５２、５４　ビア
　５３、５５　配線パターン
　５４ｂ　接着樹脂
　５６　シールド接続電極
　６０、６０Ｄ　芯線
　６１、６１Ｄ　ジャケット
　６２　ハンダ
　６３　内部絶縁体
　６４　シールド
　７０　ソルダーレジスト層

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芯線を絶縁体からなるジャケットで被覆したケーブルを基板に接続したケーブル接続構
造であって、
　前記基板は、絶縁体からなる基材と、前記基材表面に形成される前記芯線を接続する外
部接続電極と、前記基材内部に設けられ前記ケーブルの実装面に端部が露出するとともに
、前記外部接続電極と接続するビアとを有し、
　前記ビアは、前記外部接続電極面のうちの前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部であっ
て、前記ケーブルの基端側に少なくとも設けられることを特徴とするケーブル接続構造。
【請求項２】
　前記外部接続電極面の端部のうち前記ケーブルの基端側の端部を、前記基板上に露出す
る前記ビアの中心上に位置するように形成し、
　前記基材上には、前記外部接続電極面のうちの前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部、
および前記外部接続電極と接しない前記基板上に露出するビア面を覆うようにソルダーレ
ジスト層が形成されることを特徴とする請求項１に記載のケーブル接続構造。
【請求項３】
　前記ビアは、前記外部接続電極面のうちの前記ケーブルの軸方向と垂直な両端部であっ
て、前記ケーブルの基端側と他端側にそれぞれ設けられ、前記ケーブルの基端側と他端側
に形成される前記ビアは、前記外部接続電極の対角線上に対称に設けられることを特徴と
する請求項１または２に記載のケーブル接続構造。
【請求項４】
　前記基板は、複数の前記外部接続電極を有し、複数の前記ケーブルが前記外部接続電極
にそれぞれ接続されることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載のケーブル接
続構造。
【請求項５】
　前記ケーブルは、導電性材料からなる芯線と、前記芯線の外周を被覆する内部絶縁体と
、前記内部絶縁体の外周を被覆するシールドと、前記シールドの外周を被覆する外部絶縁
体とを有する同軸ケーブルであり、
　前記基板は、複数の前記同軸ケーブルの前記芯線を接続する複数の芯線接続電極と、複
数の前記シールドを接続する１つのシールド接続電極が設けられ、
　前記ビアは、前記シールド接続電極面のうちの前記同軸ケーブルの軸方向と平行な両端
部に対向するように２つ形成されることを特徴とする請求項４に記載のケーブル接続構造
。
【請求項６】
　生体内に挿入され、生体内部を撮像する撮像装置を備えた内視鏡装置において、
　前記撮像装置は、請求項１～５のいずれか一つに記載のケーブル接続構造を備えること
を特徴とする内視鏡装置。
【請求項７】
　前記外部接続電極面の端部のうち前記ケーブルの基端側の端部を、前記基板上に露出す
る前記ビアの中心上に位置するように形成し、
　前記外部接続電極と接しない前記基板上に露出するビア面は、前記外部接続電極と前記
芯線とを接続するハンダと接触していることを特徴とする請求項１に記載のケーブル接続
構造。
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